


第四章 食品機動監視班(食 品環境指導センター)に よる監視事業

第5節 先行調査

1 調査 目的

近年、法規制されていないが食品の安全性に都民の関心が高いもの、また、食品製造技術の変革や食生活の多様化

などにより新たな食品衛生上の問題について、先行的に実態調査を実施しこれらの安全確認や安全基準設定の資料 と

することを目的 として、毎年計画的に行っている事業である。

2 調査事項

平成11年 度は、次の13テ ーマについて実施した。

(1)オ ーガニック輸入食品の残留農薬実態調査

(2)調 味料及び香辛料のボツリヌス菌汚染実態調査

(3)東 京湾産魚介類における農薬等の汚染実態調査(東 京湾産アサリ中の有機塩素系化合物等の汚染実態調査)

(4)魚 介類におけるウイルス汚染実態調査

(5)化 学的合成品以外の添加物における有害物質等の含有実態調査

(6)合 成樹脂製器具類等の内分泌か く乱化学物質含有実態調査

(7)生 食用食品における寄生虫類実態調査

(8)バ イオテクノロジーを応用 した食品等の衛生学的調査(第10報)

(9)遺 伝子組換え食品に関する輸入業者へのアンケー ト調査結果について

(10)腸 管出血性大腸菌等の汚染実態調査

(11)食 品中の微量有害化学物質に関する調査

(12)国 内産野菜 ・果実の残留農薬実態調査

(13)畜 水産食品における動物用医薬品の残留実態調査

3 実施期間

平成11年4月 か ら平成12年3月 まで

4実 施内容及び結果
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(1)オ ー ガニ ック輸入食品の残 留農薬実態調査

ア 調査 目的

近 年、食品に対す る消費者の 「安全、安 心、健康志

向」の高 ま りを背景に、有機農産物及 び これ を原料 と

した オ ー ガニ ック輸入食 品が 広 く流 通 す る よ うに

なった。

このオーガニ ック輸入食 品は 、原産 国において政府

や民 間団体等 の認証 を受けてい るが、各国 の認 証制度

に関す る具体 的なシステムが不明なため、どの ような

食 品が オー ガニ ック食品 とうた われ てい るのか分 か

らないのが現状で ある。さらに、これ らの食 品につ い

て、国内流通段 階におけ る残 留農薬の有無 に関す る調

査報告例 は少 ない。

そ こで 、都 内に流通 してい るオーガニ ック輸 入食品

について 、原産 国における認 証 システムの文献検索及

び残留農薬検査 を実施 した。

イ 調査方法

(ア)調 査期間

平成11年4月 ～平成12年3月(新 規)

(イ)実 施方法

オーガニ ック輸 入食品 の中で も、流通量 が多 く、

また、平成6年 度か ら平成10年 度 に当班が実施 し

た 「輸入農産物加 工食品 に残留 する殺 虫剤 等の衛 生

学 的実態調 査」で農薬の検 出事例 の多かった穀類加

工食品を対象に、オー ガニ ック又は無農薬 等 と表示

され てい る加 工食品(以 下、 「オー ガニ ック食品」

とい う。)36品 目、比較検討 のためにオーガニ ック

ではない食 品4品 目(シ リアル2品 目、菓子類2

品 目)の 計40品 目につ いて調査を行った。

オーガニ ック食品36品 目の食 品の種類 と原産 国

の内訳 は、スパゲテ ィ10品 目、マ カロニ6品 目(共

に全 てイタ リア)、 その他 のパス タ類1品 目(イ ギ

リス)、 シ リアル9品 目(ア メ リカ6、 イ ギ リス1、

スイ ス2)、 オー トミール3品 目(ア メ リカ2、 イギ

リス1)、 菓子類4品 目(ア メ リカ3、 オランダ1)、

そ の他3品 目(ア メ リカ2、 カナ ダ1)で あ った。

(ウ)検 査機 関

衛 生研 究所生活科学部 食品研究科農薬分析研 究室

(エ)検 査項 目

i)残 留農薬検 査

有機 リン系殺虫剤の うち、主に ポス トハーベ ス ト農

薬 と して使用 され る4農 薬(マ ラチオ ン、フェニ トロ

チオ ン、 ピリミホスメチル 、 クロル ピ リホ スメチル)

と、平成6年 度か ら平成10年 度 に輸 入食 品監視班 が

実施 した先行調査 「輸入農産物加 工食品に残 留す る殺

虫剤等の衛生学的 実態調査」で検 出例 のあった農薬 を

中心 とす る6農 薬(ク ロル ピ リホ ス、 ジクロル ボス、

エ トリム ボス、ダイアジノン、EPN,テ ル ブホス)の

計10農 薬 について検査 を行 った。

ii)表 示 事項

オーガニ ック食品について、(1)原産 国での認証 の有

無、(2)認 証 が ある場合、その 認 証団体等 の邦 文表示

の有無、(3)どの よ うな認証 制度(団 体)が あるか、(4)

オ ーガ ニ ック原料 として どの よ うな ものが使用 され

ているか、等について調査 した。

iii)オ ー ガニ ック認証制度

諸 外国及 び 日本 のオー ガニ ック認 証制度 の現

状 につ いて、文献等 によ り調 査 した。

(オ)検 査方法

残留農薬検 査につ いては、平成7年 厚生省告示

第161号 に 記載 の分析 法に準拠 した。

ウ 調査結果

(ア)残 留農薬検査

オーガニ ック食 品36品 目の うち、イタ リア産スパ

ゲッテ ィ3品 目か らクロル ピリホスを0.01～0.02ppm

(検出 限界0.01ppm)検 出 した。(検 出率8.3%)。 こ

の3品 目は 、いずれ も同 じ製造者 が製 造 した もので あ

り、同一製 品の別 ロッ ト2品 目及 び同様製 品1品 目で

あ り、いずれ もEUが 認可 した認証団体イ タ リア ・オ

ーガニ ック協会(以 下
、AIABと い う。)の 認証 を得 た

製品であ った。

(イ)表 示事項

i)オ ー ガニ ック食 品36品 目中、原産国での認証 団

体等の表示の あるものが33品 目あ り、その うち1品

目は3種 類の認証団体、1品 目は2種 類の認証 団体 の

表示が されていた。また、 この33品 目の うち邦 文表

示のある ものは20品 目であった。(表1参 照)

な お、36品 目 中、3品 目は 、オーガニ ック又 は無農

薬等の表 示はあ るものの、原産国での認証団体等 の表

示はなかった。
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表1 原産国での認証団体等の表示内訳

ii)オ ー ガニ ック食 品に使用 され ていたオー ガニ ック原材料 の内訳を表2に 示 した。

なお、パス タに入 っていた野菜類 は、麺の着色を 目的 と して使用 されて いた と考 えられ る。

表2 食 品別オーガニ ック原 材料内訳

*そ の他 アマラ ンス、麦芽 、きび、キ ンワ(南 米ア ンデ スを原 産地 とす るアカザ科の作物で種子 を食用 にす る)

各1ず つ

(ウ)オーガニック認証制度について

i)オ ーガニック食品の認証手続きとそのシステム

について

日本の民間認証団体である日本オーガニック&ナ チ

ュラルフーズ協会(以 下、「JONA」とい う)に おける

オーガニック認証手続きについては、以下の とお りで

ある。

オーガニック食品の認証を受けたい者(申 請者)が 、

農地図、使用する資材のラベル、農作業記録等の申請

書類を認証機関に提出する。

認証機関は、提出された申請書類を審査し、その審

査結果を申請者に報告すると共に、検査員に実地検査

を依頼す る。

検査員はオーガニ ックの生産開始時期等申請者 自

身に関す ること、作物に関すること及び土壌管理等に

ついて実地検査を行 う。

検査員は実地検査結果を検査レポー トにまとめ、認

証機関に提出する。

認証機関は、検査レポー トに基づき認証可否の決定

を行い、認証可の場合は認証証明書を申請者に発行す

る。

認証証明書には、認証条件の改善等が記載 された報

告書が添付されるので、申請者は、報告書に記載され

た改善内容を実施する。

改善後、申請者はオーガニック食品の表示を作成 し、

認証機関に報告する。

認証機関は、表示内容の審査を行い、また、検査員

は表示違反がないかどうかを調査する。

申請者は、オーガニック食品の収穫、生産及び販売

量について認証機関に報告する。

申請者は、オーガニック食品の物流 ・取引確認書の

申請を認証機関に行 う。

認証機関は、申請者の申請に基づき、物流 ・取引確

認書を発行する。
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申請者は、物流 ・取引確認 書の発行後、オー ガニ ッ

ク食品 を販売す ることがで きる。

なお、この認 証制度 は、食品 に対 して行われ、工場

を認証す るものではない。また、世界各国の認 証団体

も、ほぼ同様の手続 きが とられ てい る。

ii)JONAで は 、オーガニ ック食 品の原材料か ら流通

に至 るまで の各段階 につ いて以 下の基準 を定 めてい

る。

・原材料の段階:原 材料は、認 証 された ものが95%以

上 であるこ と。

他の一般原 材料 が混入 しない よ うに充分管理 及び保

管す ること。

・製造段階:オ ーガニ ック食 品 と同 じライ ンで一般

食品も製造する場合は、機械類の洗浄を通常の2倍 以

上行 うこと。包装資材は、それ自体から化学物質や金

属等が内容物に移行及び汚染 しない物質で製造 され

ていること。

・製品の段階:保 管及び輸送における害虫及び小動物

対策に物理的な手段をとること。

(エ)各 国 ・地域の法規制について

アメリカ、ヨーロッパ共同体、日本(農 林水産省)

及びJONAの 認証制度における法基準を表3に 示 した。

各国の基準は、年数など細部に違いがあるがほぼ同じ

であった。

表3 有機食品についての欧米の法規制及び 日本のガイ ドライン

*平 成12年3月 現在

エ 考察

(ア)残留農薬検査について

i)イ タ リア産 スパゲ ッテ ィー1品 目からクロル ピ

リホスを検 出 したため、同一製造者 の同一製品別 ロ ッ

ト及び同様製 品の計2品 目につい て検査 した ところ、

これ らか らもク ロル ピ リホ スを検 出 した。この3品 目

については、同 じ原材料、同様 の製 造方法で作 られ た

もの と考 えた場合 同一 品 とみ なす のが適切 であ るこ

とか ら、 クロル ピリホスは34品 目中1品 目か ら検 出

され た ことにな る。(検 出率2.9%)平 成6年4月 ～

平成11年3月 にか けて、 当班 が実施 した 「輸入農産

物 加工食品に残 留す る殺虫剤 等の衛生学的実態調査」

では、一般 の穀類加工食品282品 目中29品 目か らク

ロル ピ リホス メチ ル等 が検 出 され て いる。(検 出 率

10.3%)今 回 の検 査 とは、品 目数及び検査項 目が異 な

るため一概 に比較す ることはで きないが、オー ガニ ッ

ク食品 か らの農薬 の検 出率は一般 食品 と比べ て低 い

と考え られ る。
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ii)EEC1991規 制2092/91号(い わ ゆるEU基 準)で

は、製品に対す る残 留農薬 の検査 を義 務付 けてお らず 、

オーガニ ックの認証 を受 けた製 品か ら農薬 が検出 さ

れ て も 「有機又 はオー ガニック」と表示す る ことにつ

いては規制 して いない。したがって、今 回のよ うにク

ロル ピ リホスを検 出 した ものをオー ガニ ック食品 と

して販 売 しても制約 は受 けない。また 、食 品衛 生法で

は、スパゲティの よ うな加 工食品につい ては残留農薬

基準が設定 され てい ない。そこで、小麦 の残 留農薬 基

準0.1ppmと 比 較 した場合、今回の クロル ピロホスの

検出値(00.1～00.2ppm)は 低 いため、 ただ ちに問題

が あるとはいえない。 しかし、一般消 費者は、オーガ

ニ ック食品を 「化学物 質を含まない安全 な食 品」と認

識 してい ると思 われ るため、農薬等の化 学物 質が混入

してい ることは好 ま しくないと考え る。

(イ)表 示について*

平 成4年 に農林 水産省が制定 した 「有機 農産物等

に係 る青果物等 特別 表示ガイ ドライ ン」では、加 工食

品 は適用範囲外 で あ り、認証制度及び罰 則に関す る規

定 もないため、 「有機 又はオーガニ ック」 と表示 しな

が らも、原産国で の認 証団体の表示や その邦文表示が

ないものがある。

しか し、平成12年4月 から 「農 林物資の規格化

及 び品質表示の適 正 化 に関す る法律 の一部 を改 正す

る法律」が施行 され るこ とに より、有機食 品の検査 、

認 証制度が導入 され 、有機及びオー ガニ ックの表示 を

行 う加 工食品は、第三者認証機関の認 証を受け、有機

JASマ ー クを表示 しな ければならな い。 この有機JAS

マ ー クには、登録認 証団体名が記載 され るため、認証

団 体等の表示の な い ものはなくなっ てい くもの と考

え られ る。

(ウ)認 証制度について*

平 成11年 に 開催 されたFAO/WHO合 同 食品規格委

員会(コ ーデ ックス委 員会)に お いて、オー ガニ ック

食 品の生産、加工 、表示及び販売に 関す るガイ ドライ

ンについて検討 が行 われ 国際的 なガイ ドライ ン と し

て採択 された。コー デ ックス加盟国 であ る 日本をは じ

め、アメ リカやEU等 多 くの国々が このガイ ドライ ン

に準拠 して基準 を定 めてお り、オー ガニ ック食品の検

査及 び認証のシ ステ ムだ けでなく、基 準について も統

一 できる部分は統一 されていくもの と考 え られ る
。今

後 、コーデ ックス基 準 を採用 してい る国か ら輸入 され

るオー ガニ ック食 品 につ いては、 「有機 又はオーガニ

ック」の表示が 可能 に なるもの と思 われ る。*平 成

12年3月 現在

オ ま とめ

今 回、穀類 を原料に した オーガニ ック食品36品

目を検 査 した ところ、同一製造 者が製造 した スパゲテ

ィ3品 目か らクロル ピ リホ スを検 出 した。

オー ガニ ック食 品の種 類及 び流通量が増 加 して

い る現 在、残 留農薬 の実態 を把 握するために 、穀 類加

工品 をは じめ とす る様 々な オー ガニ ック食 品 につい

て検査 を続 ける必要があ る。

力 参考資料

・足立純男 ら:「 オーガニック食 品実務ハンドブック」(サィエンスフォー

ラム)(1998)

・藤 井淳生:「 オーガニック 認 証システムと検査方法 」(日 本オー

ガニック&ナチ・ラルフーズ協会)(1998)

・山 口智洋:「 オーガニック食 品 押 し寄せる米 国 「食 」革命

の波(日 経BP社)(1996)

・植 村振作 ら:「 農薬毒性 の事典」(三 省堂)(1988)

・河 野友美;「 穀物 ・豆 新 ・食 品事典1」(真 珠 書院)

(1994)
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図 オーガニ ック認証手続 きの流れ
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(2)調 味料及び香辛料のボツ リヌス菌汚染実態調査

ア 調査 目的

平成9年 度に、び ん詰 めのオイ スター ソースか

らボ ツ リヌス菌 が検 出 され、回収の措置 が とられ

た。

調味料 には、原料 として使 われ る香辛料等 の特

性 上 、高温 ・高圧 で加 熱で きな い もの が多 く、製

造時 の加 熱 工程 に よ っては 芽胞 菌 に競 合す る菌

を死滅 させた り、ヒー トシ ョックによ り芽胞 の発

芽を促 す可能性 がある。そのた め、原材料等 がボ

ツ リヌ ス菌 の汚 染 を受 けて いた場合 、pHや 水分

活 性 等の 条件 に よって は 当該 品や それ を使 った

加 工食 品中で の発 芽 ・増殖 を招 き、食 中毒 等の重

大な事故 を引き起 こす危険性 が ある。

そ こで昨年度 に引き続 き、輸 入品 を中心 とした

調 味料類、及 びその原材料 として汚染源 とな りう

る香辛料類につ いて、ボ ツ リヌス菌を 中心に細菌

等 の汚染実態調 査を行 った。

イ 調査 方法

(ア)調 査期間

平成11年4月 か ら平成12年2月 まで

(イ)実 施 方法

調味料 は14品 目14検 体 を都内販売店4

施 設か ら、香 辛料は27品 目52検 体 を都 内

製 造業者2施 設か ら買 い上 げ、検 査 した。

(ウ)検 査機 関

東京都 立衛 生研 究所 細菌 第一研 究科

食品細菌研 究室

東京都 立衛 生研 究所 細菌 第一研 究科

食中毒研 究室

東京都 立衛 生研 究所 細菌 第一研 究科

真菌研究室

東京 都 立衛 生研 究所 食 品研 究科 食

品化学第一研 究室

(エ)検 査項 目

好 気性 芽胞菌 、セ レウス菌 、一 般細菌 、

大腸菌 群、大腸菌、黄色 ブ ドウ球菌、サル

モネ ラ、ボツ リヌ ス菌 、嫌気性 芽胞菌、真

菌 、pH・ 水分活性(調 味料 のみ)、 アフ ラ ト

キシンB群 ・ア フラ トキシ ンG群(香 辛料

は粉 末 の み)

(オ)検 査 方 法

ボ ツ リヌ ス菌:食 品衛 生 検 査指 針 に よ った 。

嫌 気 性 芽 胞 菌:ボ ツ リヌ ス 菌 と同様 の 方 法

で 、CW寒 天 で 分 離 した 。

好 気 性 芽 胞 菌:85℃ で10分 間 加 熱 後 、 普

通 寒 天培 地 で混 釈 培 養 した。

そ の他 の 細 菌:都 立 衛 生 研 究所 発 行 の 食 品

衛 生 細 菌検 査 マ ニ ュア ル に よっ た。

pH:ホ リ バpHメ ー ター で 測 定 した。

水 分 活性:RotronicのAw測 定 器 に よ り測

定 した。

ア フ ラ トキ シン:衛 生 試 験 法 の 改 良法 に よ

り測 定 した。

ウ 調 査 結 果

(ア)調 味 料 につ い て

イ ン ド産 カ レー ペ ー ス ト1検 体 か ら ボ ツ

リヌ スD型 菌 が検 出 され た が、毒 素 は 検 出

され な か っ た。 ま た 、嫌 気 性 芽 胞 菌 は 、 上

記 カ レーペ ー ス トを含 む2検 体 か ら検 出 さ

れ た 。

大 腸 菌 群 、大 腸 菌 、黄 色 ブ ドウ球 菌 、サ

ル モ ネ ラ 、真 菌及 び ア フ ラ トキ シ ンは す べ

て の 検 体 か ら検 出 され な か っ た。

pHが4.6を 超 え る もの が8検 体 あ り、

そ の うち6検 体 は 水 分 活 性0.94を 超 え る

もの で あ った。

(イ)辛 料 につ い て

嫌 気 性 芽 胞 菌 が 、10品 目14検 体 か ら検

出 され たが 、ボ ツ リヌ ス菌 、大 腸 菌 、 黄 色

ブ ドウ球 菌 及 び サ ル モ ネ ラは27品 目52検

体 す べ て か ら検 出 され な か っ た。

真 菌 は13品 目19検 体 か ら検 出 され た。

ア フ ラ トキ シ ンは4品 目4検 体 か ら検 出 さ

れ た が 、 ア フ ラ トキ シ ンB1の 値 が10ppb

を 超 え る もの は なか っ た。

原 形 と粉 末 な ど、2形 態 に つ い て検 査 し

た も の は 、加 工 度 の 高 い粉 末 の方 が検 出 率 、

菌 数 と もに 高い 傾 向 に あ った 。
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エ 考 察

(ア)調 味 料 につ いて

「カ レーペ ー ス ト」 よ り検 出 され たボ ツ リヌ

ス 菌D型 に つ い ては 、 ヒ トへ の 感 受 性 が な く、

食 品 衛 生 法 第4条 第3号 違 反 には 該 当 しな い も

の で あ った 。今 回 の 「カ レー ペ ー ス ト」は 、pH、

水 分 活 性 とも に高 く、常 温 で 保 存 され る もの で

あ っ た た め 、細 菌 が製 品 内 で増 殖 す る可 能 性 も

あ り、十 分 な 注 意 が必 要 で あ る。

嫌 気 性 芽胞 菌 の検 出 は 、昨 年 度 の10検 体 中4

検 体(40%)か ら、14検 体 中2検 体(14%)へ

と 、今 年 度 は割 合 と して は 減 少 した が 、 これ は

検 体 の 種 類 や 原 産 国 の 違 い が 影 響 して い る も

の と思 わ れ る。

ま た 、嫌 気 性 芽 胞 菌 の検 出 され た 検体 は 検 出

され な か っ た も の に 比 べ て 他 の細 菌 類 に つ い

て も多 く検 出 され る傾 向 が 見 られ 、製 造 工 程 で

の 殺 菌 の 甘 さが伺 え る結 果 とな っ た。

水 分 活 性 が0.94を 超 え る検 体 が 多 か っ た が 、

こ れ は ド レ ッ シ ン グ や パ ス タ ソ ー ス 類 が 多

か った た め と考 え られ る。

細 菌 の検 出数 は、Julsethら の 報 告 に 比 べ 、

昨 年 同様 全体 的 に低 い 水 準 で あ った 。近 年 工場

等 で の 取 扱 い が 衛 生 的 に な っ て き て い る の で

は な い か と考 え られ る。

嫌 気 性 芽 胞 菌 は 、52検 体 中14検 体(27%)

か ら 検 出 され た。 これ は す べ て 同 じ施 設 の検 体

か らの もの で 、そ の施 設 の み の 検 出 率 を求 め る

と70%と な る。施 設 に よ る汚 染 実 態 の 差 が認 め

られ た が 、 この他 の 細 菌 類 につ い て も 同 じ傾 向

が 見 られ た 。

真 菌 は 、52検 体 中19検 体(37%)か ら検 出

され た 。 この 内 、Aspergillus flavusが 検 出 さ

れ た の は5検 体(10%)で あ っ た が 、 この うち

3検 体 はア フ ラ トキ シ ン非 産 生 で あ っ た。

通 常 、香 辛 料 は殺 菌 処 理 され な い た め 、工 場

に 搬 入 され た もの に 菌 が付 着 して い た場 合 、施

設 内 で 二次 汚 染 す る危 険 性 が あ る。 香 辛 料 の汚

染 は 、調 味料 や それ を 使 用 した 製 品 の 汚 染 に つ

な が る こ とか ら、 十 分 な 注 意 が 払 われ な くて は

な らな い。

ま た 、香 辛 料 の 汚 染 を防 ぐ には 原 産 地 で の 取

り扱 い も重要 に な る こ とか ら、今 後 は現 地 で の

収 穫 や 加 工 工 程 で の 衛 生 状 態 に も 注 意 を払 う

必 要 が あ る と思 わ れ る。
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(3)東 京湾産魚 介類 におけ る農薬等の汚染実態調査(東 京湾産アサ リ中の有機塩素系化 合物等の汚染実態調査)

ア 調 査 目的

本 調 査 は 、東 京 湾 にお け る魚 介 類 等 の 農 薬 、 重

金 属 、 そ の他 有 害 微 量 物 質 等 の環 境 汚 染 実 態 を 把

握 す るた め 、昭 和50年 度 か ら継 続 し実 施 して き

た もの で あ る。

平 成11年 度 も5月 か ら9月 に 調 査 を実 施 し

た の で、 そ の結 果 を報 告 す る

イ 調 査 方 法

調 査 場 所 は 、 東 京 湾 内 の6地 点(金 沢 八 景 、羽

田 、 三枚 洲 、船 橋 、 木 更 津 、富 津)と 多 摩 川 の2

地 点(府 中 、 田園 調 布)及 び荒 川 下流1地 点(葛

西)の 計9地 点 に つ い て 調 査 した。

検 体 は ア サ リ4kg、 海 水9ι 、 底 質2kg、 河 川

で は 河 川 水9ι 、底 質2kgを 検 体 と した。

ウ 検 査機 関 及 び検 査 項 目

(ア)東 京 都 立 衛 生 研 究 所 乳 肉 衛 生 研 究 科 食 肉 魚

介 化 学 研 究 室

ア サ リ、海 水 、河 川 水 及 び 底 質 、 荒 川 の シ ジ

ミ ・カ キの 検 体

HCH(BHC類)、DDT類 、 デ ィル ド リ

ン(DEL)、 ヘ プ タ ク ロル エ ポ キ シ ド(H

PE)、 ク ロル デ ン類 、 ク ロル ニ トロ フェ ン

(CNP)、 オ キ サ ジ ア ゾ ン 、 ク ロ ル ピ リフ

ォ ス 、ヘ キサ ク ロ ロベ ンゼ ン(HCB)

(イ)東 京 都 立 衛 生 検 査 所 微 量 分 析 研 究 科 有 害 物

化 学研 究室

ア サ リ、海 水 、底 質 、河 川 水 及 び 底 質 の検 体 。

PCB、TBTO、 金 属(As、Co、Cd、

Zn、Cr、Cu、Pb、Hg)

エ 調 査 結果

(ア)ア サ リ中 の 残 留 農 薬 に つ い て(表-1の

通 り)

(イ)海 水 中 の 残 留 農 薬 に つ い て(表-2の 通

り)

(ウ)多 摩 川(2地 点)の 河 川 水 及 び 底 質 中の 残 留

農 薬 につ い て(表-3・ 表-4の 通 り)

(エ)荒 川 の 河 川 水 及 び 底 質 中 の 残 留 農 薬 につ い

て(表-5の 通 り)

(オ)ア サ リ ・海 水 ・底 質 中 の重 金 属 につ い て

アサ リの 調 査 で は、概 ね 例 年 と同様 な検 出 値

で あ った が 、As,Zn,Cr,Cu等 は 依 然

と して 高 い 検 出 値 を示 した。

(カ)底 質 で はPbが 高 い 検 出値 を 示 した 。 海 水

の 重金 属 は全 く検 出 され な か った。

(キ)多 摩 川(2地 点)の 河 川 水及 び 底 質 の 重 金

属 につ い て

河 川 水 及 び 底 質 の全 て の 検 体 が 検 出 限 界 値

(0.001ppb)以 下 で あ っ た。

(ク)荒 川 の底 質及 び河 川 水 の重 金 属 につ い て

底 質 は ほ ぼ 全 て の 重 金 属 で 検 出 平 均 値 が 昨 年

度 よ り低 い 検 出値 を示 した 。 特 にZn,Cr,

Cu等 が 前 年 度 に 比 較 して 低 い 検 出値 と な っ

た。

(ケ)ア サ リ ・底 質 ・海 水 中 のPCB、TBTO

に つ い て

アサ リ ・底 質 のPCB、TBTOは 検 出 状 況 、

検 出平 均 値 と も昨 年 度 と同様 な傾 向を 示 した 。

(コ)海 水 は 全 て の検 体 が 検 出 限 界値(0.01ppm)

以 下 で あ った 。

(サ)多 摩 川(2地 点)の 河 川 水 及 び 底 質 中 のP

CB・TBTOに つ い て

河 川 水 ・底 質 は 全 て の 検 体 が 検 出 限 界 値

(0.01ppm)以 下 で あ っ た。

(シ)荒 川 の 河 川 水 及 び 底 質 中 のPCB・TBT

Oに つ いて

底質 か らPCBを0.03ppm検 出 したが 、TBT

Oは 昨 年 度 と同様 、 全 て 検 出限 界値(0.01pp)

以 下 で あ っ た 。河 川 水 は 全 て検 出限 界 値 以 下 で

あっ た。

オ ま とめ

今 年度 検 出 され た 農 薬 は ア サ リ、 底質 、海 水 、

河 川 水 と も検 出 値 に 大 き な 年 次 的 変 化 は 認 め ら

れ な か っ た が 、東 京 湾 の 農 薬 等 に よる汚 染 実 態 を

把 握す る こ とが で きた 。

ア サ リか ら検 出 され た 農 薬 は昨 年 同様 、総 ク ロ

ル デ ン と総DDTで あ り、前 年 と比較 して 検 出値

は低 い傾 向 を示 した。

東 京 湾 及 び 河 川 に お け る 底 質 の 重 金 属 検 査 で
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非 必須金 属で あるPbが 高 い検 出値 を示 し、Pb

汚染の進行 が危惧 される。

PCB、TBTOは 、例 年 と同様 な結果 とな り

年次的変化は認 められなかった。

東京湾の 「三番瀬」の開発 を巡 る問題 で、そ こ

に棲 息す るさま ざまな動植物 、魚 介類等 の生 態系

維持 の重要性 が叫ばれて いることか ら、干潟 ・浅

瀬 等 貴重 な水辺 環境 や 自然環 境 の農 薬や 重金 属

等 の汚染防止のため に、今後も継続 的に実態調査

をお こな うことが必要 と思われ る。

表-1 ア サ リ中の残 留農 薬 (単 位ppm):WET BASE

表-2 海 水 中の残 留農 薬 (単 位ppb)
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表-3 多摩川の河川水 中の残 留農薬 (単 位ppb)

表-4 多摩川の底質 中の残留農薬  (単 位ppm):DRY BASE

表-5 荒川の底質 ・河川水 中の残留農薬  (単 位ppm)

249



第四章 食品機動監視班(食 品環境指導センター)に よる監視事業

(4)魚 介類 における ウィル ス汚染 実態調査

ア 調査 目的

平成9年5月 、SRSV等 の ウィル スが食 中毒

の病因物質 として指定 され たのを契機 に、これ ま

で病 因物 質不 明 の食 中毒 と して扱 われ て いた 事

例のい くつかが 、ウィル スを原 因 とした ものであ

ることが明 らかになって きた。

都 にお いて も、原因が不 明であ った集 団食 中毒

事例 の うち、25～70%の ものがSRSVに 起 因す

る事例で あった ことが推測 され てい る。

生 カキの 喫食 と ウィル ス性 胃腸 炎 との 因果 関

係 につ いては 、徐 々に明 らかに されつ つあ るが、

最近、非 カキ関連の集 団ウ ィル ス性 胃腸炎が 、小

児 に多発 している。そのため 、生カ キ以外の食品

のウィル ス汚染についての実 態調査は、食品 の ウ

ィルス汚染 を明 らかにする うえで必要である。

そ こで当班では、平成8年 度 か ら東京湾 産及び

市販 流通 の二 枚 貝につ いて ウ ィル スの汚 染 実態

調査 を開始 し、その後河川 水、海 産系魚類 と巻貝

にまで調査対象 を拡大 した。

今 年度 は海 産 系 甲殻 類 を加 え てデー タの集積

を図 り、若干 の知見を得たので報告する。

イ 調査方法

(ア)調 査期間

平成11年5月 から12月

(イ)実 施方法

a東 京湾産二枚貝

東京 湾内6地 点(金 沢 八景、羽 田、三枚 洲、

船橋 、木 更津、富津)及 び荒川河 口で採 取 し

たカキ、ムラサキイ ガイ 、シジ ミ等11品 目

66検 体を調 査対象品 とした。

b河 川水

東京 湾 に注ぎ込む多摩 川4地 点(多 摩 川 支

流 の淺川 、多摩川支流 の大栗川 ・乞 田川合 流

点 、多摩 川本流是政橋 上流、南多摩処理 場排

水 口)、 荒川1地 点(船 堀 橋 下流)の 計5地 点

で、5月 ～12月 まで計23回 採 水 し調 査対

象品 と した。

c市 販魚類

市販 されているマ アジ、 ヒラメ等 の魚類2

6品 目104検 体 を 買い 上 げ 、調 査 対 象 品 と

した。

d市 販巻 貝

市 販 され て い る ア ワ ビ、サ ザ エ 等 の巻 貝5

品 目、32検 体 を 買 い 上 げ 、調 査 対 象 品 と し

た。

e市 販 甲殻 類

市販 され て い る カ ニ 、イセ エ ビ等 の 甲殻 類

5品 目、24検 体 を 買い 上 げ 、 調 査 対 象 品 と

した 。

(ウ)検 査 機 関

都 立 衛 生 研 究 所 ウ ィル ス 研 究 科 ウ ィ

ル ス研 究室

(エ)検 査 項 目

A型 肝 炎 ウ ィル ス 、SRSV、 ロ タ ウ ィル

ス 、ア デ ノ ウ ィル ス 、エ コー ウ ィル ス 、 コ ク

サ ッキー ウ ィル ス 、 ポ リオ ウ ィル ス に つ いて

検 査 を行 った 。

(オ)検 査 方 法

SRSVはPCR法 、A型 肝 炎 ウ ィル ス 、

ア デ ノ ウ ィル ス 、エ コー ウ ィル ス 、 コ クサ ッ

キ ー ウ ィル ス及 び ポ リオ ウ ィル ス は 細 胞 培

養 法 、 ロ タ ウ ィル ス はELISA法 に よ り検

査 を行 った 。

ウ 調 査 結 果

(ア)東 京 湾 産 二枚 貝(表-1)

ム ラ サ キ イ ガイ 、サ ル ボ ウ、 シ オ フ キ 、ア

カ ガイ の4品 目か らA型 肝 炎 ウィ ル ス 、エ コ

ー ウ ィル ス 、 コ クサ ッキー ウ ィル ス の いず れ

か あ る い は複 数 が 検 出 され 、SRSV、 ロ タ

ウ ィル ス 、 アデ ノ ウ ィル ス 、 ポ リオ ウ ィル ス

は 検 出 され な か っ た。 月別 で は5月 、7月 、

11月 に ウ ィル スが 検 出 され た。

(イ)河 川 水(表-2)

多 摩 川 か らは7月 の多 摩 川 本 流 是 政 橋 上 流 と

12月 の 南 多摩 処 理 場 排 水 口か らそ れ ぞ れ コ ク

サ ッキ ー ウ ィル ス を検 出 した 。 ま た 、 荒川 で は

9月 にエ コー ウ ィル ス を検 出 した。

(エ)市 販 魚 類(図-1)
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9品 目 か らA型 肝 炎 ウ ィル ス 、SRSV,

エ コ ー ウ ィル ス 、 コ クサ ッキー ウ ィル スが 検

出 され た 。 月 別 で は 、7月 ～9月 と11月 ～12

月 の5ヶ 月 で 検 出 され た 。

(オ)市 販 巻 貝(表-3)

5月 のツブガイ1品 目の筋 肉と内臓 のみか

らA型 肝炎 ウィルスが検 出 された。

(カ)市 販 甲殻類 か らはいずれ か らもウィル ス は

検出 されな かった。

表-1 東 京 湾産 二枚 貝 の品 目別 ウイルス検 出状況

表-2 河川水 の ウィルス検出状況 ■ は未実施

図-1 市販魚類の品 目別ウイルス検出状況
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表-3 市 販 巻 貝 の 月別 ウイルス検 出状 況

*1: 各 検 体 毎 に 内臓 、筋 肉 の 結 果 を 総 合 したもの を 「全 体 」とし、集 計 した 。
*2: 内 臓 、筋 肉 は すべ て再 掲 で あ る。

エ 考察

ヒ トに急性 胃腸炎 を起 こす ウィル スの 自然

界 にお け るサイ クル を考 える と、ヒ トの腸 で増

殖 した多量の ウィル スは、生活排水を介 して有

機物 として下水処理場を経 由 し、河川 に放流 さ

れ る。河川や海 に到達 した ウィル スは、そ こで

生 息す るカ キや ム ラサ キ イ ガイ等 生息 動物 に

取 り込 まれ て蓄積 される。また、 ヒ トが感 染性

の あ る ウ ィル スで汚染 され た生物 を喫 食す れ

ば、 ウィルス に感 染 しウィル スの増殖 に至 る と

い うサイ クル が推定され る。

一般 的に家庭等の生活排 水 は、下水処 理場 に

おいて ばっ気 ・沈殿等の処 理後、河川 に放 流 さ

れ るが 、下水処理場にお ける腸 内 ウィルスの消

長 に 関す る都 立衛生研 究所 や都 下 水道 局 の報

告 によれば、処理工程が進 むにつれ ウィル スの

検 出率 は減少 しつつ も検 出 され たが、高度処理

施 設 を有 す る処理場で は 砂濾過 後 は検 出 され

てい ない。 しか し、都内 の下水処理場 すべ てが

高度処理施設 を有 してい るわけではな く、下水

道普及 率 も平成10年 度末現在 、多摩地域 で90%

とい う状況で ある。

これ らの ことから、ヒ トの腸 管か ら排 出 され

た ウィル ス は下水道処理 場 を経 由 した 場合 で

も、河川 中に放 出され るこ とが示唆 され 、そ こ

に生息 す る魚介 類等 に蓄 積 す るもの と考 え ら

れ る。

オ ま とめ

ヒ トの生 活 圏 に 近 い 河川 や 沿 岸 域 は 地 域 差 、

季 節 差 等 の 変 動 は あ る もの の 、 生 活 排 水 に 由来

す る ウ ィ ル ス に 汚 染 され て い る 可 能 性 が あ る

こ とが この4年 間 の 調 査 で 明 らか に な っ て きた 。

来 年 度 は 、河 川 水 に つ い て よ り一 層 の デ ー タ

集 積 を 行 う と と もに 、現 在汚 染 実 態 が 明 らか で

な い 淡 水 系 魚 介 類 に つ い て 調 査 対 象 と して ウ

ィ ル ス の汚 染 実 態 を 明 らかに して い き た い。

カ 参 考 資料

1) 東 京 都 食 品 環 境 指 導 セ ン ター

食 品機 動 監 視 第2班 平 成8年 度 先 行 調 査 報 告

2) 東 京 都 食 品 環 境 指 導 セ ン ター

食 品機 動監 視 第2班 平 成9年 度 先 行 調 査 報 告

3) 東 京 都 食 品 環 境 指 導 セ ン ター

食 品機 動 監視 第2班 平 成10年 度 先 行 調 査 報 告

4) Cliver, D. O., Ellender, R. D. and Sobsey,

M. D., Methods to detect Viruses in

food,: J. Food Protec., 46 (4), 345-357, 1983

5) 吉 田 靖子 、矢 野 一 好 、 薮 内清: マ ガ キ に よる

ポ リオ ウ ィル スの 蓄 積 実 験

東 京 都 立衛 生 研 究 所 研 究 年 報39、49-53、1988

6) 杉 枝 正 明 、秋 山眞 人 、長 岡宏 美 、西 尾 智裕 、

赤 羽 荘 資:市 販 カ キ か らの ウィ ル ス 分 離 静

岡 県 衛 生環 境 セ ン ター 報 告36, 61-64, 1993

252



第四章 食品機動監視班(食 品環境指導センター)に よる監視事業

7) 矢 野 一 好 、古 畑 勝 則 、鈴 木 淳 、 村 田理 恵 、 村

田以 和 夫 、 竹 内 正 博: 水 中 微 生 物 の リス ク評 価

-最 小 感 染 単 位 の 微 生 物 検 出 に 要 す る試 験 水 量

の 試 算 東 京 都 立 衛 生研 究 所 研 究 年 報48 ,

280-285, 1997

8) 川村吉晴 、高橋明宏: 再生水 の衛生学的安 全性

確保技術 の開発に関する調 査その2

東京都 下水 道局技術調査年 報237-243, 1998

253



第四章 食品機動監視班(食品環境指導センター)に よる監視事業

(5)化 学的合成品以外の添加 物にお ける有害物 質等の含有実態調査

ア 調査 目的

食 品添加 物 の安 全性 に対す る消 費者の 関心 が

高いなかで、消費者の健康志 向 を受けて、食品業

界 では添加 物 の使用 を化 学合 成 品 か ら化 学合 成

品以外の もの(以 下 「天然添加 物」 とい う)に 切

り替 える傾 向 にある。着色料 の場合 、国内にお け

るタール色素 の使 用量は1973年 度では400ト ン

であったが1998年 度では146ト ンと減少 してお

り(1)(2)、その差 は天然色素 の使 用 などで補 われ て

い ると推 察 され る。

一方、平成7年 の食品衛 生法 の改正におい て、

天然香料等 を除 く天然添加物 は、合成添加物 と同

様 に指定制度 の適 用を受ける こ とにな り、従 来か

ら使用 され てきた天然添加 物 につ いては、そ の範

囲を 「既 存添加物名簿」と して確定 した上で引 き

続 き、販売等 を認 められた。 また、平成11年4

月 に告示 された 「第七版 食品添加物公定書」に

おいては、60品 目の天然添加 物 に成分規格が設 定

され 、さらに、天然添加物の抽 出溶剤の種類 と残

留基準 を定 めた製造基準が設定 され た(平 成12年

3月31日 迄に製造 された ものは除 く)。

しか し、 「既 存添加物 」は長 年 の使用経験 か ら

そのまま使 用が認 められた ものであ り、まだ多 く

の ものにつ い て規格基準 の設 定や安全性 の確 認

が されていな い。そのため、天然 添加物 に対 して

不安 を持つ消 費者 がお り、また 、安全性 につ いて

疑 問を伝 える報道 もある。

こうした天然添加物 に関す る課題を整理 し、品

質 と安全性 の評価 を行 うた め、有 害物質等 の含 有

について実態調査 を行ってきた。今年度は甘 味料 、

保存料 、酸化防止剤、着色料 、増 粘安定剤 につ い

て実態調査 を行 ったので報告す る。

イ 調査方法

(ア)調 査期間

平 成11年4月 か ら12年3月 ま で(新 規)

(イ)実 施 方 法

添 加 物 メー カ ー 営 業 所 ・添加 物 卸 売 業 か ら

の 買 い 上 げ 、 メー カ ー か らの サ ンプ リン グ に

よ り収集

(ウ)検 査 機 関

都 立 衛 生 研 究 所 生 活 科 学 部 食 品 添 加 物 研 究

科 ・添 加 物 研 究 室

都 立 衛 生 研 究 所 微 生 物 部 細 菌 第 一 研 究 科 食

品細 菌 ・真 菌 研 究室

(エ)検 査 項 目

カ ン ゾ ウ抽 出 物(9品 目、 以 下 品 目省 略)、

カ ン ゾ ウ末(1)、 ス テ ビア抽 出 物(10)、 酵

素 処 理 ステ ビア(3)、 ス テ ビア 末(1)、 ε-

ポ リ リシ ン(1)、 し らこ た ん 白抽 出 物(1)、

チ ャ抽 出物(4)、 カ フ ェイ ン(1)、 生 コー ヒ

ー抽 出 物(1) 、 コ ウ リャ ン色 素(3)、 デ ュ ナ

リエ ラ カ ロテ ン(2)、 カ カ オ 色 素(3)、 ウ コ

ン色 素(2)、 ク ロ ロフ ィル(2)、 ア ラ ビア ガ

ム(3)、 以 上計47品 目 につ い て 、 以 下 の 検

査 項 目で 検 査 を実 施 した。

重 金 属 類(重 金 属 、Pb、Cu、Cd、Cr、Hg、

As)、 有 機 溶 剤(メ タ ノー ル 、 ア セ トン、 ジ

ク ロ ロ メ タ ン、 イ ソプ ロパ ノー ル 、 酢 酸 メ チ

ル 、ジエ チ ル エ ー テ ル 、メチ ル エ チル ケ トン 、

酢 酸 エ チ ル 、1.2-ジ ク ロ ロエ タ ン、n-ヘ キ サ

ン 、 トリク ロ ロエ チ レン)、 農 薬(臭 素 、 チ

ア ベ ン ダ ゾ ー ル(TBZ)、 イ マ ザ リル(IMZ)、

オ キ サ ミル 、 メ ソ ミル 、 ベ ン ダ イ オ カル ブ 、

カ ル バ リル 、 イ ソ プ ロ カル ブ 、 フ ェ ノブ カ ル

ブ 、 メ チ オ カ ル ブ)、 フ ェ オ ホ ル バ イ ド、 細

菌 検 査(細 菌 数 、 大 腸菌 群 、 大 腸 菌 、 黄 色 ブ

ドウ球 菌 、 サ ル モ ネ ラ)、 真 菌 、pH、 水 分 活

性
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(オ)検 査方法

ウ 調査結果及び 考察

既存添加物 につ いて、国内では食 品衛 生法に基

づ く成 分規格以外 に、日本食 品添加物協 会による

「第二版 化学 的合成 品以外 の食 品添加 物 自主

規格」(3)(以 下 「自主規格」 とい う)、 国際的に

はJECFA(FAO/WHO合 同 食 品 添 加 物 専 門 家 会 議)

(4)や米 国 のFCC(FOOD CHEMICALS CODEX)(5)に

よ り品 質 規 格 が 設 定 され て い る。今 回 の調 査 で は

これ らも参考 に した 。

(ア)重 金 属 類

重 金 属 試 験 法 で は 、コ ウ リャ ン色 素(2品 目)

か ら 自主規 格(20μg/g)を 超 え る重 金 属 を検

出 した。これ らは い ず れ も銅 の 含 有 量 が 多 い た

め と思 われ る 。 また 、47品 目 中5品 目か らク

ロム が9～35μg/g検 出 され た 。 「日本 人 の 栄

養 所 要 量-食 事 摂 取 基 準 」(6)で は 、成 人1日 の

許 容 上 限摂 取 量 は 、銅 が約9,000μg、 ク ロム

が約200μgと 設 定 され て い る。添 加 物 と して

使 用 され る(約0.01%オ ー ダー)な ら衛 生 上 の

問題 は な い と思 わ れ る。

また 、47品 目中5品 目か ら鉛(0.7～1.5μ

g/g)、2品 目か らカ ドミウム(0.2～0.6μg/g)、

5品 目か ら水 銀(0.02～0.14μg/g)、11品 目 か

ら ヒ素(0.2～0.6μg/g)を 検 出 した が 、 いず

れ も少 量 で あ っ た。

な お 、上 記 以 外 の 検 査 結 果 は 、重 金 属類 は検

出 限 界 以 下 、 も し くはJECFA、FCC、 自 主 規格

に適 合 してい た。

(イ)有 機 溶 剤

原 料 か ら天 然 添 加 物 を抽 出 ・精 製 す る時 に使

用 され た 有機 溶 剤 が 、製 品 中 に残 留 す る こ とは 、

食 品 衛 生 上 問 題 とな る こ とが あ る。特 に塩 素 系

の も の に つ い て は 発 ガ ン 性 の 指 摘 が あ り 、

FAO/WHOも 使 用 は 望 ま し く ない と して い る(7)

(8)
。

カ ン ゾ ウ抽 出物(6品 目、 以 下品 目省 略)、

酵 素 処 理 ス テ ビア(2)、 ス テ ビア 末(1)、 チ ャ

抽 出物(1)、 コ ウ リャ ン 色 素(1)、 ク ロ ロ フ ィ

ル(2)か ら メ タ ノー ル が 検 出 され た。 ま た 、

デ ュナ リエ ラカ ロテ ン(2)か ら アセ トン とn-

ヘ キ サ ン 、 生 コー ヒー 豆 抽 出 物(1)か ら 酢 酸

エ チル が検 出 され た。メ タ ノー ル 、n-ヘ キサ ン

に つ い て 自主 規 格(メ タ ノー ル;50μg/g以 下 、

n-ヘ キ サ ン;25μg/g以 下)を 超 えて い る もの

が あ っ た 。抽 出溶 剤 等 と して使 用 され た もの が

残 留 した と思 われ る。特 に カ ンゾ ウ抽 出物 中 の

メ タ ノー ル は か な り多 く、 最 大 で12000μg/

g検 出 した。 カ ン ゾ ウ抽 出 物 に お いて は 、 「メ

タ ノー ル に あ っ て は50μg/gを 超 え て 残 存 し

な い よ うに使 用 しな けれ ば な らな い 」とい う製

造 基 準 に適 合 しない 可 能 性 が あ る。

0.1%以 上 の メ タ ノ ー ル を 含 有 す る酒 精 飲 料

は食 品衛 生 法4条 違 反 とみ な され る。メ タ ノー

ル は 製 造 過 程 で 生 成 され る 可能 性(9)が あ る が 、

多 量 に含 有 す る こ とは 問 題 な の で、引 き続 き実

態 を調 査 す る必 要 が あ る。

そ の他 の 有 機 溶 媒 に つ い て は 、全 て の 試 験 品

目に お い て 検 出 限界 以 下 で あ っ た。

(ウ)農 薬

カ ン ゾ ウ抽 出物(4品 目 、以 下品 目省 略)、

カ ン ゾ ウ末(1)、 ス テ ビア 末(1)、 し ら こた ん

白抽 出 物(1)、 チ ャ抽 出 物(1)、 カ テ キ ン(1)、

生 コー ヒー 豆抽 出 物(1)、 コ ウ リャ ン色 素(2)、

デ ュナ リエ ラカ ロテ ン(1)、 カ カ オ色 素(2)

255



第四章 食品機動監視班(食品環境指導センター)に よる監視事業

か ら臭 素 を 検 出 した。

臭 素 は 天 然 に 広 く存 在 す る が 、カ ン ゾ ウ抽 出

物(1～81μg/g)、 カ ン ゾ ウ末(25μg/g)、 ス

テ ビア 末(21μg/g)、 生 コ ー ヒー 豆抽 出 物(68

μg/g)か ら の検 出量 は 多 か っ た。 粉 の理 由 と

して 、農 薬 や 輸 入 時 の くん 蒸 剤 に 由 来す る臭 素

が 原 料 に残 留 した り、製 造 過 程 で 除去 され ず 、

濃 縮 され た た め と考 え られ た。

そ こ で 、臭 素 を25μg/g検 出 した カ ン ゾ ウ末

か ら カ ン ゾ ウ抽 出 物 を試 作 した 。そ の結 果 、臭

素 を92μg/g検 出 し、抽 出 ・精 製 過 程 で 臭 素 が

濃 縮 され る こ とを確認 した。臭 素 を大 量 に摂 取

す る と悪 心 、嘔 吐、腹痛 及 び 麻 痺 な どを 起 こす

こ とが あ る の で 、特 に カ ン ゾ ウ抽 出物 と同様 の

方 法 で製 造 され る もの は 注 意 が 必 要 で あ る。

そ の他 の農 薬 につ い て は 、全 て の 試 験 品 目 に

お い て 検 出 限 界以 下、も し くは 食 品衛 生 上 問 題

の な い検 出 量 で あった 。

(エ)フ ェ オ ホル バ イ ド

ク ロ レ ラ加 工 品 にお け る 規 制 値(既 存 フ ェ オ

ホ ル バ イ ド量 が100mg%を こ え 、ま たは 総 フ ェ

オ ホ ル バ イ ド量 が160mg%を こ え る もの で

あ っ て は な らな い)を 超 え る もの は な か った 。

(オ)微 生物 検 査

増 粘 安 定 剤 に は微 生 物 に 汚 染 され て い る も

の が あ る との 報 告 が あ る(10)。 ア ラ ビア ガ ム か

ら細 菌 、真 菌 を検 出 した 。細 菌 数 は 最 大 で1g

当 た り102オ ー ダー と少 量 で あ った が 、微 生 物

が 増 殖 しや す い もの なの で 注 意 が 必 要 で あ る 。

エ ま と め

今 回 は 、甘 味 料 、酸 化防 止 剤 、保 存 料 、着 色 料 、

増 粘 安 定 剤(計47品 目)に お け る有 害物 質 等 の

含 有 実 態 調 査 を行 った。重 金 属 で は 、重金 属 試 験

法 で 自主規 格 を超 え る もの が あ った 。有機 溶 剤 で

は メ タ ノ ール 、酢 酸 エチ ル 、ア セ トン 、n-ヘ キサ

ン を検 出 し、製 品 に残 留 して い る こ とが 確 認 され

た。特 に 、メ タ ノー ル の検 出 量 は 多 く、猶 予 期 間

が 過 ぎれ ば 製 造 基 準 違 反 に 問 わ れ る もの が あ っ

た。農 薬 で は 臭 素 を検出 した 。臭 素 が天 然 に広 く

存 在 し、また 、農 薬 や くん 蒸 剤 に 由 来す る た め と

思 わ れ る 。 今 回 、 カ ン ゾ ウ 抽 出 物 中 の 臭 素 が 、 製

造 の 過 程 で 濃 縮 さ れ る こ と が 確 認 さ れ た 。 こ れ ら

の 対 策 と し て 、今 後 は 原 料 の 段 階 か ら の 品 質 管 理 、

抽 出 ・精 製 方 法 の 改 善 、 製 品 の 殺 菌 工 程 の 導 入 な

ど 製 造 方 法 の 工 夫 が 必 要 と な る だ ろ う 。

ま た 、添 加 物 の 表 示 で は 名 称 や 成 分 名 が 不 正 確

な も の 、 色 価 の 表 示 が な く 、規 格 の 色 価 試 験 の 適

否 を 判 定 で き な い も の が あ っ た 。表 示 に つ い て も

課 題 が あ る と 思 わ れ る 。

現 在 、 厚 生 省 は 天 然 添 加 物 の 安 全 性 評 価 、 品 質

規 格 の 設 定 作 業 を 進 め て い る が 、成 分 規 格 が 設 定

さ れ て い る も の は ま だ 少 な い 。未 設 定 の も の に つ

い て 、 引 き 続 き 実 態 調 査 が 必 要 と 思 わ れ る 。
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(6)合 成樹脂製器具 類等の内分泌 か く乱化学物質含有実態調査

ア 調 査 目的

内 分 泌 か く乱 作 用 が 疑 われ て い る 化 学 物 質 の

現 状 を把 握 す るた め に 、平 成9年 度 か ら 「食 品 用

合 成 樹 脂 製 器 具 類 」か ら溶 出 す る 可能 性 の あ る物

質 を 対 象 と して 、器 具 類 の材 質 中含 有 量 及 び 溶 出

量 の 実 態調 査 を行 っ て い る と こ ろ で あ り、 平 成

10年 度 ま で の2年 間 にわ た り、ポ リカ ー ボ ネ ー

ト 「以 下(PC)」 製 品 の 原材 料 で あ る ビス フ ェ ノ

ー ルA「 以 下(BPA)」 に つ い て 、材 質 中の 含 有 量

及 び溶 出 の 実 態 を 明 らか に した 。

平 成11年 度 は 、 ポ リス チ レン 「以 下(PS)」

製 品 中 に 未 重 合 物 質 ま た は 製 造 時 の 副 反 応 物 質

と して 残 存 す る ス チ レン ダイ マ ー 「以 下(SD)」

及 び ス チ レン ト リマ ー 「以 下(ST)」 及 び ポ リ塩

化 ビニ ル 「以 下(PVC)」 製 の ラ ップ フ ィル ム等 に

含 ま れ る フ タル 酸 エ ス テ ル 類 等 の 可 塑 剤 及 び 合

成 樹 脂 関連 物 質 に つ い て 、3種 類 の 実 態 調 査 を行

な った 。

イ 調 査 方 法

(ア)食 品 用PS製 品 中のSD及 びSTの 実 態 調 査

市販 のPS製 品 に つ い て 、(1)材 質 鑑 別 、(2)材

質 中 に残 存 す るSD及 びSTの 材 質 中 の 含 有 量 、

(3)食 品 擬 似 溶 媒 を 用 い たSD及 びSTの 溶 出 量

を 検 査 した 。

a調 査 対 象 品 目

用 途 の 異 な るPS容 器51検 体 を都 内 販 売 店

か ら買 い 上 げ に よ り収 集 した。

(内 訳)・ 即 席 食 品 容 器(ラ ー メ ン 、 焼 き

そ ば 、 米飯 類 等) 26検 体

・デ ザ ー ト類 容 器(生 洋 菓 子 、 ア イ ス等)

5検 体

・業 務 用 使 い捨 て 容 器(刺 身 盛 り用 、 す し

用 等) 5検 体

・家 庭 用 使 い捨 て 容 器(惣 菜 入 れ 、 ス プ ー

ン 、 カ ップ 等) 5検 体

・家 庭 用 調 理 器 具 ・保 存 容 器 等(ま な 板 、調

味 料 入 れ 等) 10検 体

b溶 出 条 件

溶 出 条 件 は 、PS容 器 の 用 途 に よ り使 用 条 件

が 異 な る た め 、用 途 別 に 以 下 の溶 出 条 件 を組

合 わ せ て 設 定 した。

(イ)PS製 カ ップ入 り即席 麺 中のSD及 びST溶 出

量 調 査

市 販 のPS製 カ ッ プ入 り即 席 麺 に つ い て 、(1)

材 質 鑑 別 、(2)材 質 中 に 残 存 す るSDお よびST

濃 度(材 質 試 験)、(3)実 際 に 調 理 し た 場 合 に ス ー

プ お よび 固形 分(麺 、 具 等)に 移 行 す るSDお よ

びST量 の 測 定 及 び(4)栄 養 成 分 分 析 を行 っ た 。

a調 査 対 象 品 目

市 販 のPS製 カ ップ入 り即 席 麺30検 体 を

都 内 販 売 店 か ら買い 上 げ に よ り収 集 した。

(内 訳)・ ラ ー メ ン(油 揚 げ 麺 、 ノ ン フ ラ

イ 麺 、 生 タイ プ麺) 17検 体

・日本そば(油 揚げ麺) 2検 体

・うどん(油 揚げ麺) 5検 体

・焼 きそ ば(油 揚げ麺) 6検 体

b実 施 方法

カ ップ入 り即席麺 に溶 出す るSD及 びST

量 の測 定 は 、商品 に記 載 された調 理 条件 に

従 っ て調理後 、喫食 終 えるまでの時 間を考慮

して15分 間室温放置 したのち、スー プ と固

形分 とに分離 して行 った。

(ウ)合 成樹 脂製 ラ ップフ ィル ム中の可 塑剤 実態

調査

PVC製 を主体 とす るラ ップフィル ムについて、
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(1)材質鑑別 、(2)フタル酸 エステル類 を中心 とす

る 可塑剤 等 の材 質中含有 量及 び(3)可塑剤 等 の

検 査対象物質の うち、PVC製 ラ ップのみか ら検

出のあ った、 ノニルフェノー ルについて、食 品

擬似溶媒 を用いた溶 出量調査 を行 った。

a調 査対象品 目

都内販 売店において、異 な る原料樹脂 また

は製造 者 の ラ ップ フ ィル ムを計18検 体 買

い上げに よ り収集 した。な お、検体は原 料樹

脂の性 質上、フタル酸 エステル等の可塑剤 を

含有す る、PVC製 品及びポ リ塩化 ビニ リデ ン

「以 下 「PVDC」 」 製 品 を 中心 と した。

(原 料 材 質 の 内 訳)

・家 庭 用 品(PVC(5) 、PVDC(2)、 ポ リエ

チ レン(2)、 ポ リオ レフ ィ ン 系樹 脂(2)、

ポ リプ ロ ピ レ ン ・ナ イ ロ ン(1)、 ポ リ メチ

ル ペ ンテ ン樹 脂(1)) 合 計13検 体

・業 務 用 ラ ップ フ ィル ム(表 示 な し)合

計5検 体

b溶 出 条 件

溶 出 条 件 は 、ラ ップ フ ィル ム の 使 用 条 件 を

想 定 して 、 以 下 の よ うに 設 定 した 。

(オ)実 施期 間

平成11年4月 ～平成12年1月

(カ)検 査機 関

衛 生研 究所 生活科学 部 食 品添加 物研 究 科

容器 包装研究 室

衛 生研 究所 生活科学 部 食 品添加 物研 究 科

添加 物第一研 究室

衛生研 究 所 生活科 学部 食品 添加物研 究科

食品化学 第一研究室

衛 生 研 究 所 生活 科 学 部 乳 肉衛 生研 究 科

食 肉魚 介化学研 究室

(キ)検 査項 目

a材 質鑑 別

赤 外線 スペ ク トル法 によ り検 体の材 質鑑 別 を

行 った。

b材 質試験及 び溶 出試験

(1)PS製 品中のSD及 びSTに つい て

試 験品 のPS材 質 中に残存す る、SD4種 類、ST8

種類 、合計12種 類 のSD、STに ついて分析 を行 っ

た。定量限界は材質試験10ppm、 溶 出試験0.3～1ppb

であった。

(2)合成樹脂 製 ラ ップ フィル ム に含 まれ る可塑 剤 等

につ い て

環 境 庁 の 示 す 「環 境 ホ ル モ ン作 用 が 疑 わ れ る67

項 目の リス ト」 に記 載 され る物 質 の うち 、 可 塑剤

9種 類(フ タル 酸 エ ス テ ル:DEP、DPrP、DBP、DPP、

DHXP、DEHP、DCHP、BBPア ジ ピ ン酸 エ ス テ ル:

DEHA)及 び そ の 他 の 合 成 樹脂 関連 物 質3種 類(BPA、

オ クチ ル フ ェ ノー ル 及 び ノニル フ ェ ノー ル)の 合

計12物 質 につ い て 分 析 を 行 っ た。 ま た 、環 境 ホ

ル モ ン作 用 が 疑 わ れ て い る物 質以 外 で も、 ラ ップ

フ ィル ム に使 用 され て い る主 な 可塑 剤4物 質(ア

ジ ピ ン酸 エ ス テ ル:DiNA、610A、79Aク エ ン酸

系エ ス テ ル:ATBC)に つ い て調 査 を行 っ た。 定 量

限界 は 、材 質試 験 の 可 塑 剤 で は0.005%及 び そ の

他 の合 成 樹脂 関連 物 質 で は2ppmで あ り、溶 出試

験 で は10ppb以 下 で あ っ た 。

ウ 調 査 結果 及 び考 察

(ア)食 品 用PS製 品 中のSD及 びSTの 実 態 調 査

a材 質 鑑 別 の 結 果 、容 器 内側(食 品 に接 す る部

分)の 材 質 はPSが40検 体 、ス チ レン 重 合 体 と

ブ タ ジ エ ン 重 合 体 を ポ リマ ー ブ レ ン ド した 耐

衝 撃 性PSが11検 体 で あ った。PSの うち16検

体 は 一般 用PSで あ り、24検 体 は発 泡PSで あ っ
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た。発 泡PSは 成 型 法 に よ り2種 類 に分 類 され 、

19検 体 が 押 し出 し法 シー ト成 型 品 「以 下 「PSP」」

5検 体 が ス チ レ ン ビ ー ズ 発 泡 成 型 品 「以 下

「EPS」」 で あ った。(表1)

表1 容器 内側 の材質に よる分類

b材 質 試 験 に お い て 、SDは50検 体 、STは 全51

検 体 か ら検 出 され た。SD及 びSTの 総 計 で は 、

全51検 体 か ら150～8,490ppm、 平 均 で4,305ppm

検 出 され た 。

c溶 出 試 験 に お い て は 、60℃ 、95℃ の 水 で は

SD、ST共 に 検 出 限 界 値 以 下 で あ っ た。20%エ タノ

ールで は
、2検 体 の み よ り、STが 各 々3.1ppb、

1.0ppb検 出 され た。 また 、n-ヘ プ タンで はSDは

46検 体 、STは 全51検 体 か ら検 出 され た 。SD及

びSTの 総 計 で は 、 全51検 体 か ら2.6～

17292.8ppb、 平 均 で779.7ppb検 出 され た 。 こ

の こ と か ら、 溶 媒 の脂 溶 性 が 高 い ほ どSD、ST

の 溶 出 量 が 多 い こ とが推 察 され た。(図1)ま

た 、発 泡PSの うちEPSは 、 材 質 中のSD、ST含

有 量 及 びn-ヘ プ タンに よ る溶 出 量 が他 のPS容 器 よ

り低 か っ た 。(図2)

図1 各溶出条件 におけるSD,STの 検 出結果
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図2 容器材質及び成型法による
SD、ST含 有量及び溶出量の比較

(イ)PS製 カ ップ 入 り即席 麺 中 のSD及 びST溶 出

量 調 査

a材 質 鑑 別 の結 果 、PS容 器 本 体 は30検 体 す

べ て 発 泡PSで あっ た。ま た 、成 型 法別 に は 、

PSP27検 体 、EPS3検 体 で あ っ た。PSP容 器 の

うち 、焼 そ ば以 外(24検 体:ラ ー メ ン、 うど

ん 、 そ ば)は 、 容 器 本 体 外 側 に 、 耐 衝 撃PS

で あ るスチレンーブ タジ エン共 重 合 体(SB)フ ィ ル ム

が張 り合 わ せ て あ っ た。一 方 、焼 き そ ば(6検

体)のPSP容 器 本 体 内側 に は 、SBま た はPSフ

ィルムが 張 り合 わせ て あ っ た。(表2)

表2 容器 内側の材質 に よる分類

※ 焼 きそ ば は、 容器 本 体 はPSPで あ る が 、 容器 内側 にSBま た はPSフ ィルムが 張 り合 わ せ て あ る

b即 席 麺 カ ップ の材 質 試 験 の 結 果 、SD及 び

STは 全30検 体 か ら検 出 され 、SD及 びSTの

総 計 で は 、120～5,730ppm、 平 均 で3,423ppm

検 出 され た 。なお 、EPSの3検 体 のSD、ST平

均 含 有 量 は177ppmと 他 のPS容 器 よ り低 か っ

た 。(図3)

c溶 出 試 験 の 結果 、SDは30検 体 中22検 体 か

ら 、STは 全30検 体 か ら検 出 され た。SD及 び

STの 総 計 で は 、0.5～63.0ng/g、 平 均22.7ng/g

検 出 され た。 耐 衝 撃PSは 平 均42.6ppbと 溶

出 量 が 多 か っ た。 一方 、EPSの 平 均 溶 出 量 は

1.8ppbで あ り、材 質 中含 有 量 と 同様 に 少 な く、

PS容 器 の 内側 の 材 質及 び成 型 法 に よ りSD、

ST溶 出 量 に差 異 が 認 め られ た 。(図3)ま た 、

容 器 材 質 中 のSD、ST含 有 量 と溶 出量 に は 、

あ る 程度 の 相 関 が 認 め られ た。(図4)
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図3 PS容 器 の材質及び成型法によるSD,ST含 有 量と溶出量 の比較

図4 材質 中のSD・ST含 有量と

溶 出量の散布 図

d栄 養 成 分 分 析 の 結 果 、 粗 脂 肪 量 とSD、ST

溶 出 量 の 相 関 係 数 は0.6で あ り、あ る程 度 の

相 関 が認 め られ た。

(ウ)合 成 樹 脂 製 ラ ップ フ ィル ム 中 の 可塑 剤 実 態

調 査

a材 質 鑑 別 の 結 果 、検 体 の 材 質 は6種 類 に分

類 され た。 家 庭 用 品 の ラ ッ プ の うち 、表 示 上

「ポ リオレフィン系 樹 脂 」で あ っ た 検 体 が ポ リエ チ

レ ン及 び エ チ レ ン-プ ロ ピ レ ン 共 重 合 物 で

あ った 以外 は 、表 示 上 の樹 脂 名 で あ った 。 ま

た 、 表 示 の な い 業 務 用 ラ ッ プ5検 体 は 全 て

PVCで あ っ た。

b材 質 試 験 の 結 果 、検 査対 象 物 質 が 検 出 され

た 材 質 はPVC及 びPVDCの み で あ っ た 。 環 境

ホ ル モ ン 作 用 が 疑 わ れ て い る 可 塑 剤 は 検 出

され な か っ た が 、 ノニル フ ェ ノ ー ル が10検

体 のPVCの う ち9検 体 か ら検 出 され た。一 方 、

環 境 ホ ル モ ン 作 用 が 疑 わ れ て い る 以 外 の 可

塑剤 は 、PVC製 品 に3種 類(DiNA、610A、79A)、

PVDC製 品 に1種 類(ATBC)使 用 され て い た 。

(表3)ラ ッ プ フ ィル ム にお け る 可塑 剤 の 平

均 含 有 量 は 、PVCに お いて は19.83%、PVDC

に お い て4.62%で あ り、可 塑剤 の 使 用 実 態 を

お お む ね 反 映 した 結 果 と推 察 され た 。(一 般

的 な 可 塑 剤 使 用 量:PVC20～25%程 度 、PVDC3

～5%程 度)ノ ニ ル フ ェ ノー ル は
、9検 体 の

PVCか ら330～1550ppmの 範 囲 で 、平 均656ppm

検 出 され た が 、 商 品 の 「添加 物 名 」 欄 に 表 示

は な く 、 検 出原 因 は 不 明 で あ っ た 。 しか し、

酸 化 防 止 等 の 目 的 で 添 加 され る トリスノニルフェニルホ

スファイト等 が 分 解 して ノニ ル フ ェ ノー ル を 生 成

す る との 報 告 が あ り、 これ らが 検 出 の要 因 と

推 測 され た。

c溶 出 試 験 は、環 境 ホ ル モ ン作 用 が 疑 わ れ て
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い る物 質 の う ち、 ノニル フ ェ ノー ル がPVCラ

ッ プ フ ィル ム9検 体 の み か ら検 出 され た た め 、

この9検 体 を 用 い て調 査 を行 っ た 。(図5)ノ

ニ ル フ ェ ノー ル はn-ヘ プ タンに 高 い溶 出 傾 向 が

見 られ た。 また、材質 中の含 有量 と溶 出量 の

関係 を見 ると、いず れの溶 出条件 におい て も、

材質 中の含有 量が多 い ほ ど、溶出量 も高 くな

る傾 向がおおむね認 め られた。

表3 PVC及 びPVDC製 ラ ッ プ フ ィル ムか らの 可 塑剤 等 検 出 状 況

図5 PVC製 ラップフィル ム か らの ノニルフェノールの 溶 出状 況

エ ま と め

(ア)食 品 用PS製 品 中のSD及 びSTの 実 態 調 査

(1)全 て のPS容 器 中 にSDま た はSTの 残 存 が 認 め

られ た。

(2)60℃ 、95℃ の 水 にはSD、STの 溶 出 が認 め られ

な い もの の 、20%エ タノールで は51検 体 中2検 体

の み か ら わ ず か に溶 出が 見 られ た 。 ま た 、n-ヘ

プ タンにお い て は 全 て の検 体 か らSD、STの 溶 出

が あ り、 溶 媒 の脂 溶 性 が 高 い ほ どSD、STの 溶

出量 が 多 くな っ た 。

(3)PS容 器 の材 質 の 種 類 お よ び発 泡PS成 型 法 に よ

り、 材 質 中 のSD、ST含 有 量 お よびn-ヘ プ タンに

よる 溶 出傾 向 に 差 異 が 認 め られ た 。

(イ)PS製 カ ップ 入 り即 席 麺 中 のSD及 びST溶 出

量 調 査

(1)全 て の 検 体 のPS容 器 材 質 中 にSD及 びSTの 残
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存 が認 め られ た 。こ の うちEPSの カ ップ は 含 有

量 が 非 常 に少 な か っ た。

(2)溶 出 試 験 の結 果 、 全 て の検 体 か らSDま た はST

が 検 出 され た が 、PS容 器 の 内 側 の 材 質 及 び 成 型

法 に よ り溶 出量 に差 異 が認 め られ た。

(3)材 質 中 のSD、ST含 有 量 とカ ップ 麺 へ の溶 出 量

に は 、 あ る程 度 の相 関 が認 め られ た。

(4)粗 脂 肪 量 とSD、ST溶 出 量 に は 、 あ る程 度 の 相

関 が 認 め られ た 。

(ウ)合 成 樹 脂 製 ラ ッ プ フ ィル ム 中 の 可 塑 剤 実 態

調 査

(1)材 質 試 験 の結 果 、環 境 ホル モ ン 作 用 が 疑 わ れ て

い る 可 塑剤 は検 出 され な か った が 、 ノニ ル フ ェ

ノー ル が10検 体 のPVCの う ち9検 体 か ら検 出

され た。

(2)ノ ニ ル フ ェ ノー ル が検 出 され た検 体 にお い て 、

商 品 表 示 の 「添 加 物 名 」欄 に記 載 は な く、検 出

原 因 は 不 明 で あ っ た。 しか し、酸 化 防 止 等 の 目

的 で 添 加 され る トリスノニルフェニルホスファイト等 が 分 解 し

て ノ ニ ル フ ェ ノー ル を 生 成 す る と の 報 告 が あ

り、 これ が検 出 の要 因 と推 測 され た 。

(3)PVCラ ッ プ フ ィル ム か らの ノ ニ ル フ ェ ノ ー

ル 溶 出 調 査 にお い て は、n-ヘ プ タンに 高 い 溶 出傾

向 が 見 られ た 。 ま た 、 材 質 中 の含 有 量 と溶 出 量

の 関 係 を見 る と、 いず れ の 溶 出 条 件 に お い て も、

材 質 中 の含 有量 が 多 い ほ ど、溶 出 量 も高 くな る

傾 向 がお お む ね 認 め られ た。

263




